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 メンバー：
 チームリーダ: 松本裕治
 特別研究員：西田典起、寺西裕紀、Van-Thuy PHI
 テクニカルスタッフ：Shanshan LIU、德永なるみ
 客員研究員：新保仁、重藤優太郎(千葉工大)、進藤裕之、

須藤克仁、大内啓樹 (NAIST)、奥村貴史(北見工大)、古崎
晃司(大阪電通大) 相澤彰子、森純一郎(東大)、山田育矢
(Studio Ousia)、辰巳守祐(NTTドコモ)、芝原隆善(レトリバ)、
本多右京(サイバーエージェント)

 パートタイマー研究員：博士学生2名

 概要・研究の意義
 文書データ、主に専門分野の文書からの知識

獲得技術の開発、および、専門分野オントロ
ジーの自動構築を目的とする研究開発を行う

 文書解析のための自然言語処理に関する基
盤技術の研究開発を行う

 専門分野の研究者との協働により実応用シス
テムの研究開発を行う

XMLPDF
構造解析

関係抽出・合成プロセス抽出

アノテーションツール検索ツール

知識ベース・オントロジー
構築支援

図表解析
グラフの
自動読み取り

 研究項目：
 専門文書からの知識獲得に関する基盤技術の開発および応用システムの研究開発を行う
 材料分野における特性情報やプロセス情報の抽出手法の研究開発を行、材料データベースの半自動

構築を実現する
 専門用語、複雑な文、文章構造などの言語解析、高度な文書検索などの基礎研究を行う

 これまでの代表的な研究成果：
 COVID-19関連論文の意味に基づく検索システ

ムCovRelexをCRESTの共同研究として構築
 NEDO研究の成果として材料論文からのデータ

構造化AIツール群を構築
 日独仏AI研究において薬害情報のアノテーショ

ンデータの構築
 論文からの知識獲得に関する手法の研究開発
 PDF論文の構造解析 / 図表の内部構造解析

 並列句解析、および、並列句を伴う固有表現の
認識

 文書構造解析（解析システム、および、文書構
造アノテーションデータの構築）

 関係情報の抽出（生成モデルによる関係認識）

 今後の予定・目標：
 汎用かつ分野適応可能な知識獲得：専門文書からの

用語認識、物性情報や合成プロセス抽出のための汎
用かつ分野適応可能なツールを構築し、公開する

 基盤的言語解析：複雑な文構造の解析の精度向上を
達成し、表面的な言語解析では抽出が難しい知識の
獲得手法を実現する

 文書解析：文書構造解析を利用し、文書全体からの
知識獲得技術を開発する

 潜在的構造に基づく知識獲得：分野オントロジーや課
題のための構造獲得と並行した知識獲得

 外部資金・共同研究：
 NIMS：ポリマーデータベースPolyInfoのための材料

特性情報・プロセス情報の自動獲得(2015～ )
 CREST：科学技術論文解析(2015.10～2021.3)
 NEDO:材料データ構造化AIツール(2019.7～ 2022.2)
 NISTEP：文献間の引用文脈解析(2020.11～ )
 NHO：退院サマリの自動生成(2020.4～ )
 JST日独仏AI研究：「医薬品安全性監視のための言

語を越えた知識強化情報抽出」(2021.1～2024.3)

 主な研究発表：
 V.-H. Tran, H. Ouchi, T. Watanabe, Y. Matsumoto, “Improving Discriminative 

Learning for Zero-Shot Relation Extraction,” Proceedings of the 1st 
Workshop on Semiparametric Methods in NLP, 2022.

 K. Ando, T. Okumura, M. Komachi, H. Horiguchi, Y. Matsumoto, “Exploring 
Optimal Granularity for Extractive Summarization of Unstructured Health 
Records: Analysis of the Largest Multi-Institutional Archive of Health 
Records in Japan,” PLOS Digit Health 1(9), 2022.

 T. Wada, T. Baldwin, Y. Matsumoto, J. H. Lau, “Unsupervised Lexical 
Substitution with Decontextualised Embeddings,” 29th COLING, 2022.

 H. Teranishi, Y. Matsumoto,” Coordination Generation via Synchronized Text-
Infilling,” 29th COLING, 2022.

 K. Ando, M. Komachi, T. Okumura, H. Horiguchi, Y. Matsumoto, “Is In-
hospital Meta-information Useful for Abstractive Discharge Summary 
Generation?” 27th International Conference on Technologies and 
Applications of Artificial Intelligence, 2022. (Best paper award)
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